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目的 悪性黒色腫の姑息的治療における一回線量の与える影響を検討す

る。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Pennsylvania 大学 
対象者 86 例の悪性黒色腫で転移を生じた症例 

（137 回の放射線治療のうち 102 回が評価可能） 
骨転移：48 回、内臓転移：20 回、リンパ節転移：20 回、皮膚転移

14 回 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （3） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （22） 

介入（要因曝露） 1971―77 年まで 
 一回 2-4 Gy で、計 20-60 Gy（最多は、30 Gy/10 回、20 Gy/5 回）

1971 年以降 
 一回 5-10 Gy で、計 10-45 Gy（30 Gy/5 回、36 Gy/6 回） 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 腫瘍縮小率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 疼痛緩和 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

一次研究の 8 項目 

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）



主な結果 

骨転移 
 一回線量、総線量による疼痛緩和に有意差なし 
内臓転移 
 一回線量(4 Gy 以下)の腫瘍縮小率：4/9 (44%) 
     (4 Gy 以上)の腫瘍縮小率 9/11 (82%) 有意差なし 
リンパ節転移 
 一回線量(4 Gy 以下)の腫瘍縮小率：2/7 (29%) 
     (4 Gy 以上)の腫瘍縮小率：8/13 (62%) 検定不能 
皮膚転移 
 一回線量(4 Gy 以下)の腫瘍縮小率：0/6  
     (4 Gy 以上)の腫瘍縮小率：6/8 (75%) 統計的検討なし 

結論 

症例数が少なく検討が十分行えないが、骨転移では一回線量が大き

い方が疼痛緩和効果はやや良好であろう。 
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症例数が少なく、転移部位別のサブセット解析では 10 例をきってい

るものも多く、有意差に関しての信頼性は低い。 
レベル ＩV 

 




